
                                           ２０２０年８月吉日 

横浜市山岳協会加盟山岳会代表者様 

 

横浜市山岳協会 

会 長 小清水 秀雄 

理事長 片 倉 順一 

 

            第２６回 横山協まつりクライミングコンペのご案内 

 

 日ごろより、横浜市山岳協会の事業にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、第２６回横山協まつりスポーツクライミングコンペを、開催するはこびとなりましたので、ご案

内申し上げます。 

 ベテラン、ビギナーを問わずご参加頂ければ幸いです。また、応援の会員も奮ってご参加くださ

い。また、コロナウイルス感染防止の観点から、ご迷惑をお掛けすると思いますがご理解ご協力を

お願いいたします。 

                      記 

日     時 ２０２０年１０月４日（日）午前 8時 30分（受付時間） 

場     所：神奈川県立山岳スポーツセンター 屋外クライミングボード 

参 加 資 格：横浜市山岳協会加盟団体の登録会員 

尚、参加選手は山岳共済保険に加入していること。 

参  加  費：参加選手 1,000円/1人 一般参加者 2,000円/1人（当日承ります）  

スケジュール：  8:30～・・・・・・・・・受付 

            9：00～……・・・・・開会式及びルール説明 

9：15～12：15……クライミングコンペ予選 

13：15～14：30……予選通過者 6～8名で決勝 

15：00～16：00……表彰式及び講評と閉会式 

      コンペ競技方法：予選はフラッシュリード方式。A・Bの 2ルート 

決勝はオンサイトリード方式 

表     彰：①個人賞：男女別に行い 1位～3位まで表彰、賞金を贈呈する。 

②団体賞：1位～3位まで団体表彰、賞金を贈呈する。 

③特別賞を一名に贈呈する。 

各山岳会の団体戦とし、個人成績の上位 4 名の予選高度点合計で順位を決定

する。 

協     力：横山協から派遣している神奈川県山岳連盟の指導委員会の協力をお願いする 

予定です。 

参加申込方法：９月 1４日（月）までに添付のエントリーシートに山岳会名、連絡先、参加氏名、年

齢を記入のうえ山岳会ごとにとりまとめのうえ郵便またはメールにてお申込み下

さい。 

参加申込先：メール kac-hk08@tiara.ocn.ne.jp 

住所：220－0024 横浜市西区西平沼町 4－1 E2508   

                               小清水秀雄 

TEL045－316－8051（留守電の際は、コンペの件とお声がけください） 

大 会 の中 止：１０月３日（土）11 時の横浜気象台発表の神奈川県西部の降水確率が６０％以上

の場合中止いたします。 

開催に関する問い合わせ先：電話：090－2661－7682 小清水秀雄 



 

第２６回横山協まつりクライミングコンペ競技ルール 

及び注意事項 

 

２０２０年 10月４日（日）に開催される第２６回クライミングコンペは下記の通り実施する。 

 

１．競技方法：予選フラッシュリード方式（他の選手が登るのを見るとことが出来ます。） 

決勝オンサイトリード方式。（他の選手の登りや事前の情報を得ることは出来ません。） 

２．参加資格：横山協加盟団体の登録会員。(男女、年齢、競技役員問いません。) 

３．競技時間：予選 5分 決勝 6分（予定） 

タイムキーパーは残り１分前、あと 10秒、終了。のコールを行う。 

４．競技順序：山岳会がバラけるように競技役員の方で決定する。 

５．競技ルート：予選 A・Bの 2本のルートを設定。 

選手は Aルートを登ってから 15分後に Bルートを登って頂きます。 

６．設定グレード：当日発表いたします。 

７．個人戦決勝進出者：A・Bルート高度得点の合計が上位の者 6～8名。 

個人戦の順位は決勝の順位を優先し、同点の場合は予選得点が高い者を上位とする。 

決勝で完登者が複数出た場合、決勝の登攀時間による。 

スーパーファイナルは行わない。 

８．団体戦は各山岳会の上位 4名分の予選（A・Bルート）高度得点合計で決定する。 

同点の場合、決勝の順位で決定する。 

参加人員が４名に達しないチームは参加者全員の予選（A・B ルート）高度得点を団体得点と

する。 

９．確保ロープの結び方は、エイトノットに限る。 

10．高度得点は登攀後、掲示版に掲示する。 

11．服装は自由、ヘルメットは任意、ボデーハーネスはレッグループタイプを使用願います。 

12. コロナウイルス感染防止対策を実施する 

  ①競技者（含むビレイヤー）は競技中もマスクの着用（当日の天候により配慮する場合あり） 

  ②競技前と後に手の消毒をする（消毒用アルコールは主催者側で用意する）。 

  ③ビレイヤーは感染防止上からも手袋使用 

  ④競技者同士で用具の共用を原則しない（ザイル、確保器、カラビナ等）。 

  ⑤競技者はザイルを口で操作しない。 

  ⑥競技者、応援者は各自体温を測定の上、体温３７．５℃以上の者は参加、入場できない。 

  ⑦競技者、参加者は密にならないようにする（見学中の間隔を１ｍ以上とる）。 

  ⑧トイレに行く以外に館内に入ることを禁ずる（食堂も使用不可）。 

  ⑨トイレ使用の際は、スリッパ（廊下用）を使わない。手の消毒後に入館し、使用後に手を石け

んで良く洗う（館内入り口に消毒用アルコールを設置する）。 

13．その他 

①ルートセッター、ジャッジは原則として神奈川県山岳連盟（協会所属）の 指導委員会の協力

で実施する。 

②ロープ、確保器、カラビナ等は各自ご持参ください。 

③ビレイヤーは選手の所属山岳会会員がご担当ください。 

 

以上 


